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《お知らせ》 

2026年 3月のお休み 
 

   
※水曜日、祝日、第 5週はお休みです。 

・3 月 27 日（金）28 日（土）は、研修会参

加のためお休みさせていただきます。 

・春期特別講習会が、3 月 19 日（木）より

始まります。皆様のご参加をお待ちして

います。 

・授業の振替有効期間は 2か月間です。 
 

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4   休 5 6 7

8 9 10 11 休 12 13 14

15 16 17 18 休 19 20 休 21

22 23 24 25 休 26 27 休 28 休

29 休 30 休 31 休

2026年　3月

ときめき 
  

昔は、胸の鼓動を「どきどき」と濁らず、「ときとき」と表現しました。その「とき」に、

状態をあらわす接尾語の「めく」がついて「ときめく」。不安な時や恥ずかしい時にも

使われた言葉です。 

別に、同じ音で「時めく」という言葉があります。時代の波に乗って全盛を誇ること

です。この影響を受けて、期待や喜びを感じる時だけに使われるようになったのか

もしれません。 

「ときめき」を感じる授業にしていきたいです！！ 

  

    積み木と算数の関係性 
 
算数で答えを導き出す力は、計算を覚え

ることだけでは育ちません。 

茂木健一郎先生のいう「地頭力」とは、条

件を理解し、考え方を組み直す力のことで

す。 

当学院の「積み木」の授業は、積み木を

並べ、向きや位置を変えながら関係性を探

ります。一度決めた位置を見直し、別の可

能性を考える。この過程は、比較・分類・再

構成といった認知活動そのものです。指導

の場では、答えを示すのではなく、条件を

確認し、問いを重ねます。こうした経験の積

み重ねが、図や数量の構造を捉え、式を組

み立てて説明する算数の思考へとつながっ

ていきます。 

 


